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第４期教育振興基本計画についても、教育に関する大綱 

に位置付けることとしたい 



学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン【概要】

〇 少子化が進む中、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するため、速やかに部活動改革に取り組
む必要。その際、生徒の自主的で多様な学びの場であった部活動の教育的意義を継承・発展させ、新しい価値が創出されるようにすることが重要。
〇 令和４年夏に取りまとめられた部活動の地域移行に関する検討会議の提言を踏まえ、平成30年に策定した「運動部活動の在り方に関する総合的な
ガイドライン」及び「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を統合した上で全面的に改定。これにより、学校部活動の適正な運営や
効率的・効果的な活動の在り方とともに、新たな地域クラブ活動を整備するために必要な対応について、国の考え方を提示。
〇 部活動の地域移行に当たっては、「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下、生徒の望ましい成⾧を保障できるよう、
地域の持続可能で多様な環境を一体的に整備。地域の実情に応じ生徒のスポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消することが重要。

令和４年12月

（主な内容）
・教師の部活動への関与について、法令等に基づき業務改善や勤務管理
・部活動指導員や外部指導者を確保
・心身の健康管理・事故防止の徹底、体罰・ハラスメントの根絶の徹底
・週当たり２日以上の休養日の設定（平日１日、週末１日）
・部活動に強制的に加入させることがないようにする
・地方公共団体等は、スポーツ・文化芸術団体との連携や保護者等の協力
の下、学校と地域が協働・融合した形での環境整備を進める

教育課程外の活動である学校部活動について、実施する場合の適正な運
営等の在り方を、従来のガイドラインの内容を踏まえつつ示す。

Ⅰ 学校部活動

（主な内容）
・地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実
・地域スポーツ・文化振興担当部署や学校担当部署、関係団体、学校等の
関係者を集めた協議会などの体制の整備

・指導者資格等による質の高い指導者の確保と、都道府県等による人材バ
ンクの整備、意欲ある教師等の円滑な兼職兼業
・競技志向の活動だけでなく、複数の運動種目・文化芸術分野など、生徒
の志向等に適したプログラムの確保

・休日のみ活動をする場合も、原則として１日の休養日を設定
・公共施設を地域クラブ活動で使用する際の負担軽減・円滑な利用促進
・困窮家庭への支援

学校部活動の維持が困難となる前に、学校と地域との連携・協働により
生徒の活動の場として整備すべき新たな地域クラブ活動の在り方を示す。

Ⅱ 新たな地域クラブ活動

新たなスポーツ・文化芸術環境の整備に当たり、多くの関係者が連携・
協働して段階的・計画的に取り組むため、その進め方等について示す。

Ⅲ 学校部活動の地域連携や
地域クラブ活動への移行に向けた環境整備

（主な内容）
・まずは休日における地域の環境の整備を着実に推進
・平日の環境整備はできるところから取り組み、休日の取組の進捗状況等
を検証し、更なる改革を推進

・①市区町村が運営団体となる体制や、②地域の多様な運営団体が取り組む
体制など、段階的な体制の整備を進める
※地域クラブ活動が困難な場合、合同部活動の導入や、部活動指導員等
により機会を確保

・令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間として地域連携・
地域移行に取り組みつつ、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を
目指す

・都道府県及び市区町村は、方針・取組内容・スケジュール等を周知

（主な内容）
・大会参加資格を、地域クラブ活動の会員等も参加できるよう見直し

※日本中体連は令和５年度から大会への参加を承認、その着実な実施
・できるだけ教師が引率しない体制の整備、運営に係る適正な人員確保
・全国大会の在り方の見直し（開催回数の精選、複数の活動を経験したい
生徒等のニーズに対応した機会を設ける等）

学校部活動の参加者だけでなく、地域クラブ活動の参加者のニーズ等に
応じた大会等の運営の在り方を示す。

Ⅳ 大会等の在り方の見直し

※Ⅰは中学生を主な対象とし、高校生も原則適用。Ⅱ～Ⅳは公立中学校の生徒を主な対象とし、高校や私学は実情に応じて取り組むことが望ましい。
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第一回部活動支援モデル事業 実施報告 
越谷アルファーズ 

青野 和人 

10/14 北陽中学校 男子 43 名：08:30-10:30 女子 37 名：11:00-12:00 実施 

※怪我人無く終えることが出来ました 

テーマ：「トランジションオフェンス」 

基礎練習を交え、参加選手のレベルを観察し、適切なアプローチを目指した。 

「速攻」という早い展開の中で判断する考え方とそこに繋がるスキル練習を行なった。 

講師：青野、小磯、田中 駐輪場案内：小此木、鈴木 

 

[メニュー] 

1)ストレッチ⇨ボールハンドリング 15 分程 (基本姿勢やリズムの話) 

給水 1 分 

2)ステーション ドリル 20 分×２ 2 グループに分かれて行う 

[グループ１] 2on1 ドリル 

・2on0 のパスワークからのフィニッシュ パスの種類を習得 

・ハーフコート 2 対 1 のラリー 考え方や判断力の強化 

※リングが故障で１つ使えなかったため、メニューを修正し、ハーフコートメニューに変更 

[グループ２] フィニッシュドリル 

・3 種類のシュート習得を目指す 

・確認の意味で 2on1 も実施 

3)ゲーム ２ゴール先取のゲームを開催 

２列に分け、先頭から 5 人出る。２ゴール決まったらすぐ続きを再開 

 

[生徒の反応] 

喋ってバスケットをする文化が少ない。目的意識を持って全力でプレーする選手が多く観ら

れた。規律のあるチームと自発的になかなか動けないとの差が大きくあり、練習メニューの

説明に時間が思ったよりも取られた。 

 

[改善点] 

・足りない分のボールの持参、ビブス案内(男子)、ゲーム形式の時に指導頻度を増やす。 

 

[大変だったところ] 

・特定のチームのみこちらの定めたサイトに登録出来ていない生徒、振り込みができていな

い生徒が数名 

次回 11/11(土)はリバウンド、をテーマに考えています(試合のレベル分け) 
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敬称略

所属 氏名

1 越谷市体育協会副会⾧

2 越谷市レクリエーション協会副会⾧

3 越谷市文化連盟会⾧

4 越谷市文化連盟副会⾧

5 越谷市中学校⾧会⾧

6 越谷市中学校体育連盟会⾧

7 越谷市PTA連合会会⾧

8 越谷市PTA連合会副会⾧

9 越谷市PTA連合会副会⾧

10 越谷市PTA連合会副会⾧

11 越谷市役所市民協働部⾧

12 越谷市役所市民協働部市民活動支援課⾧

13 越谷市教育委員会教育総務部⾧

14 越谷市教育委員会教育総務部教育総務課⾧

15 越谷市教育委員会教育総務部生涯学習課⾧

16 越谷市教育委員会教育総務部生涯学習課主幹

17 越谷市教育委員会教育総務部スポーツ振興課⾧

18 越谷市教育委員会教育総務部スポーツ振興課副課⾧

19 越谷市教育委員会教育総務部スポーツ振興課主幹

20 越谷市教育委員会学校教育部⾧

21 越谷市教育委員会学校教育部指導課⾧

22 越谷市教育委員会学校教育部指導課調整幹

23 越谷市教育委員会学校教育部指導課主幹

24 越谷市教育委員会学校教育部指導課主任指導主事

第１回越谷市部活動地域移行推進会議
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令和５年度 越谷市立中学校部活動一覧 
（Ｒ５年４月現在） 
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柔道 ●  ●   ●  ●        

剣道 ● ● ● ● ● ●  ●   ●  ● ● ● 

男子卓球 ●   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

女子卓球 ●  ● ● ● ● ● ● ●  ●   ● ● 

男子バスケ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

女子バスケ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

男子バレー ●  ●  ● ●   ● ●    ● ● 

女子バレー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●   ● 

男子ソフトテニス ● ● ●   ● ●  ●   ●  ●  

女子ソフトテニス ● ● ● ● ● ● ●  ●  ● ● ● ●  

男子硬式テニス        ●  ●     ● 

女子硬式テニス        ●       ● 

野球 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

サッカー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

陸上 ● ●  ●  ● ● ● ●  ● ●  ● ● 

ソフトボール ●  ● ● ● ●  ●  ● ● ● ● ● ● 

男子バドミントン ● ● ● ● ● ●  ●     ●   

女子バドミントン ● ●  ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ●  

男子水泳       ●         

女子水泳       ●         

ハンドボール        ●        

伝統文化等 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

コンピュータ    ● ●   ● ● ● ●    ● 

科学 等 ●   ●  ● ● ● ●     ●  

手芸 等  ● ●   ●  ● ●       

吹奏楽 等 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

美術 等 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

総合学習   ●             

囲碁・将棋  ●      ●    ●  ●  

演劇        ●      ●  

英語部      ●          

書道             ●   

園芸        ●        

部活動数  ２１ １５ １９ １７ １８ ２１ １３ ２４ １７ １４ １４ １５ １３ １９ １５ 

市内１５中学校 総部活動数 ２５５ （参考：令和６年度新中学１年生用「越谷の中学校」） 
※越谷市では、部活動に全員加入ではありません。 

学校名 

部活動 
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